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平成20年３月期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、昨年10月29日の中間決算発表時に公表いたしました平成20年３月期（平成19年

４月１日～平成20年３月31日）の業績予想につきまして、下記のとおり修正いたします。 

 

記 

１． 平成20年３月期連結業績予想数値(平成19年４月１日～平成20年３月31日) 

（単位：百万円） 

                                                                    売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

     前回発表予想（Ａ） 
  (平成19年10月29日発表) ２３３，０００ ５，５００ ４，４００ １，０００ 

    今回修正予想（Ｂ） ２４６，０００ ５，５００ ５，０００ １，４００ 

    増 減 額（Ｂ－Ａ） １３，０００    ０ ６００ ４００ 

    増 減 率（％） ５．６   ０．０ １３．６ ４０．０ 

前期実績(平成19年３月期) １８１，０４１ ３，０７２ ２，０５２ △   ７８４ 

 

 

２． 平成20年３月期単独業績予想数値の修正(平成19年４月１日～平成20年３月31日) 

（単位：百万円） 

                                             売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

     前回発表予想（Ａ） 
  (平成19年10月29日発表) １３０，０００ ２，０００ １，１００ １００ 

    今回修正予想（Ｂ） １３９，０００ １，９００ １，４００ △   ２００ 

    増 減 額（Ｂ－Ａ） ９，０００ △   １００ ３００ △   ３００ 

    増 減 率（％） ６．９ △   ５．０ ２７．３ －  

前期実績(平成19年３月期) １２８，３００ ２０ △   ６２６ △ ２，２５７ 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日

現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 



３．修正の理由 

（連結）国内外ＯＥＭ市場における売上が堅調に推移したことにより、売上高は増加する見込みです。ＯＥＭ

市場における売上増加に伴い収益増となりましたが、販売価格の下落、開発投資の増加及び原材料価

格の上昇による合理化未達等により、営業利益は変更ございません。また、為替差損益等営業外収支

の改善により経常利益は増加となる見込みです。特別損失において単独における株価下落に伴う評価

減等を計上しておりますが、当期純利益につきましては増加となる見込みであり、中間決算時に公表

しております業績予想を修正いたします。 

 

（単独）連結と同様に、国内外ＯＥＭ市場における売上が堅調に推移したことにより、売上高は増加する見込

みです。損益面につきましては、売上増加に伴う収益増が見込まれるものの、販売競争の激化による

販売価格の下落、開発投資の増加及び原材料価格の上昇による原価低減等の合理化未達等により、営

業利益は微減となる見込みです。経常利益につきましては、子会社の中間配当実施により増加となる

見込みです。当期純利益につきましては、欧州子会社株式の実質価値低下に基づく投資損失引当金420

百万円及び投資有価証券の株価下落に伴う評価減291百万円等を特別損失に計上したことにより減少

となる見込みであり、中間決算時に公表しております業績予想を修正いたします。 

 

                                              以 上 


